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クチキコオロギ淡路島の各地に産す

山崎俊道

クチキコオロギDu31andrevuscoulonianus(deSaussure,1877)の産地

として、I#j淡町の:!j良滴にiノかぶ煉島（一窟竹島）は古くから知られた所であるが、筆者は去

る10月9H、三1i噂山においてク･.キコオロギ16を発見、また10月11日には先山の頂上付近

と淳仁天喫御陵において、本順liの勉恩を確担したので、ここに簡単ながら報告する。

形態および生態についての‘舵しいことは、俊日あらためて発表したいと考えている。

まず、卿;8のクチキコオロギ苑兇のいきさつから触れてみると、昭和5年9月21日、当時中

学唯であった斤臓剛M、lll鮒下IIIIIIjj氏の唯る船か、エンジン不調のためやむなく煙島に漂着した。

その時周りllの郷上よI)、ギイーッといった聞き悩れぬ鳴声を耳にし、不思議に思った両氏は鳴声

をたよりに探したか、そオ1が発lI1のきへかけである。

その後、大町文ｲﾙ『博士罪かIIj年冬にこの鳥を訪れ、成虫と幼虫の採災を行なっている。その時

待ち仇,}ったl戊虫の69は、｜‘1博士の手で原寸大の写真に記録され、そのうちの1枚は現在山崎千

地氏がﾉﾘ『ｲl.している。

このように発見されて以米43ｲⅧj、周囲側か400mの島に現在もなお棲息している事実は

興味深いところであるか、その後の淵査によればその数も減少の傾向にあり、一方職湘におい

ても、マツバラン、サカキカズラ、一年ﾀケ（絶滅？）のような貴重な植物も同じ煩|句をたどり

つつある。

このようなWhlから、伽;8に顛似した環境を淡路島内より選出して調在を行なったのが今回の

発見へのきっかけであり、その対象として三熊山、先山、御陵、常隆寺山、諭鶴羽山を重点的に

淵べた。しかし、やや'1洲|を逸した事もあり、今回発見されなかった常陸寺山、諭鶴羽山も断定

は来年を待たねばならない。

以下、先lll、三熊lllでの分布について簡単に触れたいと思う。

先山は自動車道を燈りつめた当たりで、シイ、クヌギ、ヤマモモの大木が散在しており、いず

れもこれら生木の枯れた枝の樹皮下で観察された。午後2時頃であったが、5～6頭が擬んに鳴

いており、そのうち地上に倒してある朽木の樹皮下でも16が観察された。（採集）

三熊山は筆者の最初の発見地でもあり、10月9日～11月15日間の観察例からも、クチキ

コオロギにとっては非常に艮い環境であることがうかがえる。分布は広く殆んど三熊山一帯で観

察され、またその個体数の多いことも特筆すべきことである。棲息する木も様々 でマツ、クヌギ、

－1－
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クスノキ、カゴガシ、ヤマモモ、シイ、サクラなどで、生木、枯木を問わず観察された。しかも、

この時期に観察した例では、一つの隠れ場所にpairでいることが多く、1本の木で4pair確

認した例もある。しかも、そのうちの1pairを採集しても、翌日には再び元の数に戻っている

ことが多く、この頃の行動範囲は比較的広いものと推測される。

また、夜間の観察例からも、地上に降りて広く歩き回ることを確認している。

以上がこれまで行なった観察のあらましである。なお、本稿を草するに当たり、適切な御助言

をいただいた神戸大学農学部の奥谷禎一教授、貴重な資料を快よくお貸し下さった堀田久氏に厚

くお礼申し上げる。。（1973．11．20）
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クロモンハイイロノメイガ淡路に産す

1961年5月16日と1973年7月27日に南淡町阿万に於て、クロモンハイイロノメイ

ガHeterocnephesapicipictalnoueを各1頭採集した。(.登日邦明氏同定）
登日氏の私信によれば、同種の既産地としては、千葉県清澄山、伊豆半島大滝温泉、高知県足

摺岬、北九州市市ノ瀬皿倉山奥畑、鹿児島県霧島山などで、稀な種とのことである。
末筆ながら、同定並に文献調査を頂いた登日氏に深謝の意を表する。（藤平明）

淡路島のタマムシ2種

種

筆者は1972年5月28日に、淡路島でタマムシを2頭採集したので報告する。
1．マルガタチビタマムシTrachysoviformisY･KuroSawa

q

1ex.南淡町福良

2．クズノチピタマムシTrachysauricollisE・Saunders

4exs.南淡町福良

なお、マルガタチピタマムシは、これまでに兵庫県では多紀郡篠山町において記録されただけ

（辻啓介）
である。

－2－



’

淡路島産蛾類分布資料（Ⅳ)難

登日邦明

ThemothsofAwaji-shimalsland,Hy5goPrefecture(IV)
ByXuniakiTOBI

筆者は先に淡路島産の蛾類437種について記録したが、その後の調査により新たに9科39
種の分布を確認できたので、ここに追加報告しておく。なお、このうち5科17種は今回淡路島
から新に記録されるものである。

本稿を草するに先立ち、日頃より御指導を賜わる名城大学農学部昆虫学研究室の岡留恒丸先生
と、小蛾類の一部を同定していただいた東京・潤徳学園高校の川辺湛氏に深謝の意を表する。
本文中における記載要領はすべて既報に従った。なお、今回新たに追加された採集地は下記の

通りである。

Dainichi-dam:三原郡南淡町大日OII)ダム（標高130P,z)

Arctiidaeヒトリガ科

PelosianoctiSButlerクロスジホソバ

6machi-Hata,16,17.Ⅶ．1973.

Noctuidaeヤガ科

OrthosiaodiosaButlerチヤイロキリガ
へ

Omachi-Hata,16,14.m、1973.

XylenaformosaButlerキバラモクメキリガ

Omachi-Hata,16,10.m、1973.

CallopistriaduplicansrubrivenaWarx･enヒメツマキリョトウ
Omachi-Hgta,16,2.VI.1973(HT)"

ParalleliadulcisBuもユerヒメアシブトクチバ
へ

Omachi-Hata,16,9.V、1973(HT).

MocisundataFabriciusオオウンモンクチバ

Omachi-Hata,16,28.Ⅳ.1973(HT),19,29.Ⅳ､1973(HT),
16,18.V、1973(HT),
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カギ／くアオシャク

ユウマタ'ラエタ．シヤク

162g,18.V、1973.(HT),
4
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一

Omachi-Hata,16,2.Ⅳ、1973(HT),16,4.IVbl973(HT)

458．ApocleorarimosaButler･クロクモエダシヤク

Omachi-Hata,16,9.V.1973.(HT).

459.Cyst,idi*,lst,ratonicestratoniceStollトンポエダシャク

Dainichi-dam,18,2i.VI．1973.

升460．CystユdiacouaRgariaeurymedeMotschulskyウメエダシャク

Dainichi-dam,16,24.VI.1q73.

461.CleoraleucophaeaButlerシロテンエダシヤク

Omachi-Hata,26,14.Ⅲ、1973.

462.Ect,ropisaigneriProutウストビスジエダシヤク

Omachi-Hata,16,1&V.1973(HT),18,2.Ⅵ、1973(HT).

463.Erannisdiradutlerシロフフユエダシャク

Omachi-Haもa,16,6.m.1973(HT),16,11.Ⅲ、1973.

464.PhigalissinuosarisLeechシモフリトゲエダシャク

Omachi-Hata,162g,14.m.1973.

/465Za,nacrajuRlansiariaGraeserオカモトトケエタ．シャク

Omachi-Hata,26,12.m.1973.

ax･466Bisbonrobust,ulnButlerトピモンオオエダシャク

Omachi-Hata,16,11.nl．1973,16,12.m.1973816,14.m．
1973.

/467．PachyligiadolosaButlerアトジロエダシヤク

Omachi-Hata,･16,m、1973,16,23.Ⅲ．1973(HT).

468.AuaxacesadariasulphureaButlerキエダシャク

dmachi-Hata,16,26.V、1973(HT).

Heterogeneidaeイラガ科

469.MicroleonlongiPalpisButlex・テングイラガ

Omachi-Haba,261g,14.V.1973(HT),16,17.VL1973(HT),
18,22.VI.1973(HT).

Pyralididaeメイガ科

470.AphomiagularisZellerツヅリガ
０
’
９
Ｐ
ｊ
４
Ｊ
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１
１

6machi-Hata,16,17．Ⅵ1973(HT).

471.ElasmopalPusbipartitellusLeechネァカマダラメイガ

Cmachi-Hata,19,29.Ⅳ、1973.

472.MacallaelegansButlerナカアオフトメイガ

Omachi-Hata,16,2.Ⅵ、1973(HT),19,22.Ⅵ、1973.

473.PyralisfarinalisLinnaeusカシノシマメイカ

Cmachi-Hata,26,14.V、1973(HT),1g,17.V、1973(HT),

19，23．Ⅵ1973（HT）.’1？，22．V1．1973.

Tortricidaeハマキガ科

壬474．ArchipussemistractusMeyrick

O.machi-Hata,46,3．u1972.

そ475．ArchipuspedariotaYasuda

Mも．J6ryaji-san,16,7.Ⅷ、1972;Nakatsugawa,16,7.W.1972

;Ama,16,6.V、1972.

Aegeriidaeスカシバカ科

476.ParanthrenepernixLeechヒメアトスカシバ

Dainichi-dam,16,24.VI.1973.

Tineidaeヒロズコガ科
ら

477.HomalopsychaagglutinaもaMeyrickナガバヒロズコガ

6machi－Hata，267，，18．Ⅱ、1973（YT），19，11．m、1973.

2月下旬から3月下旬にかけて、家屋内で多数の発生を見る。

I

I

I

I

」
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1

南 淡の蛾

膝、＃ 明

スズメガド↓ Sphingidae

l.メンカ．タス式メAcherontiastyxcrathisRothschild

'69.9.2(Nada)

'

2．エヒ・力･フスズメHerseconvolvuliLinne

6月9月．

ofJordan.

3

4

5

6

7．

8

9

10．

11．

l2.

13

シモフリスズメPsilogrammaincretaWalker.

'619.3(Ama)'71.6.8(Ama)'73.7．30(Ama)ノ

クロスズメHyloicuscaligineusButler

'61.4.14(Ama)'61.5.2(Ama)'61.5.14(Ama)

サザナミスズメDolbinatancreiStaudinger

'61.7.5(Ama)'63.4.17(Ama)

トビイロスズメClanisbilincatatsingtauicaMell

'61.6.17(Ama)'67．7.19(Nada)

モモスズメMarumbagaschkewitschiiechephrcnBoisduval

’6()．9．3(Ama)'61.8.18(Ama)'62.6.10(Ama)

ウンモンスズメCallambulyxtatarinoviiBr･emeretGrey

4ノj下～5ノj上8月下～9月上多い．

ウチスズメSmerinthusplanusWalker･

5ノl中普通

エゾスズメPhillosphingiadissimilisBremer

'61.7.2(Ama)

タ
オオスヵシノく CephanodeshyalisLinnb

'597.25(Ama)

クルマスズメAmpelophagarubiginosaBremeretGrey
'61.6.9(Ama)

ブドウスズヌAcosmeryxcastaneaRothschildetJordan

'67.6.14(Nada)'70.6.5(Nada)'7().7.4(Nada)'73.5.1('73.5.19(Ama)
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14．ハネナガプドウスズメAcoBmeryxnagaMoore

’63．3．21(Ama)

15．ホシヒメホウジヤクGurelcahimachalasangaicaBut,l''r

'61.4.14(Ama)'61.9.3(Ama!

16．ホウジヤクMacrogloggumetellatarumLinne

’58．10．24(Ama)

17．ホシホウジヤクMacroglossumpyrrhogt,ict,aBut,ler

'58.9.14(Ama)'60.ll.21(Ama)'n7.l()6(Nada)

’72．8．29(Ama)

18，クロホウジヤクMacrogloggumsagaButler

9月中．

19.コスズメTheretrajaponicadel'Orza

’58．9.21(Ama)'61.5.22(Ama)

20．キイロスズメTheretraneseuSDrury

’61．7．5(Ama)'72.8.31(Ama)

21，ピロウドスズメRhagaStismongolianaButler

’6()．5．30(Ama)'62.8.4(Ama)'7().7.13(Nada)

ヤママユガ科Saturniidae

22．シンジュサンPhilogamiacynthiapr・yeriButler

'60.8.26(Ama)'70.6.12(Ama)'72.5.19(Ama)
ダ

23．ヤママュ
AntheraeayamamaiGudrAntheraeayamamaiGuer･in-Meneville

’59．9．30(Ama)'73.9.19(Ama)大'$'1柿としては多い方である‘

24．クスサンDictyoplocajaponicaMoore

'58.9.23(Ama)

25．オナガミズアオActiasselenegnomaButlex･

'58.7(Ama)'59.9(Ama)'61.4．14(Ama)'61.5.3(Ama)

イボタガ科Brahmaeidae

26，イボタガBrahmeawallichiijaponicaButler

’66．3．19(Kitaama)'71.4.8(Nada).
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堅

カノコガ科Amatidae

27．カノコカ．AmatafortuneiDel'0rza

'568(Ama)'68.6.9(Ama)

コブガ側Nolidae

2b.クロスジンロコブガCelamataeniataSnellen

4ノj!|!～5ノj上 9月下～10月普通

29．ヒメコフ・ガCelamaconfusalisnamilnoue

6ノj8，9吋多い

30．オオコフガRoeseliagigantulagigasButler

6ノ）9ノl符迩

31．トヒ．モンシロコブガRoeseliaalbulapacificalnoue

'61.5.26(Ama)'68.7.30(Ama)

32．クロスジコブカ.RosseliafumosafumosaButler

6 1 1 8 1 1 下 ～ 9 〃涛迩

ヒトリガ科Arctiidae

（コケガ『IMILit>hosiinae)

33．ムジホソバ milemadepressaPavescensButler

'73.6.4(Ama)

34．ヤネホ､ノバ EilemayokohamaeDaniel

'60.4.12(Ama)

35．ヨツボシホソバLithosiaquadraLinne

'73.9.19(Ama)

36．コマフオオホソバAgrisiusfuliginosusfuliginosusMoore
5ﾉ17月中～8月上阿万にかなりいる。

37．アカスジシロコケガChionaemahamataWalkex･

6月上、8，9月10月普通

38．ホシオビコケガParasiccziaalbaicaLederer

5ﾉj中～6月上、 7月上

39．ヒメホシキコケガAsuradharmaMoore

'73.6.20(Ama)

－ 9 －
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40．ハガタペニコケガMiltochrisbaaberranBButler

’71．6．1(Nada)'71.6.24(Nada)'71T25(Nada)

41．ベニヘリコケガMiltOchristaminiataForst,ex･

’60．8．12(Ama)

42．ハガタキコケガMiltochristacalaminaButler

5月、6月、7月普通

43．スジベニコケガMiltochristaStriataBremeret,Grey

'60.6.14(Ama)'73.5.15(Ama)'737.3()(Ama)

44．ゴマダラキコケガStigmatophoraflaveBremer'jt,Grey

’58．9(Ama)'59.10(Ama)'73.6.13(Ama)

45．モンクロベニコケガStimatophorarhodophilaWalker

'58.7(Ama)

46．クロスジチピコケガManobarectilineaSnellen

’62．9.13(Ama)'62.9.16(Ama)

（ヒトリガ亜科Arctiinae)

47．スジモンヒトリSpilarctiageriatopunctataMot,schulsky

’59．4．28(Ama)'73.5.18(/,ma)'73.9ZZ(Ama)

48．アカヒトリSpilarctiaflammeolaflammeolaMoore

’60．6.14(Ama)'69.7'5(Ama)'73.9.19(Ama)

49．アカハラゴマダラヒトリSpilosomapunctariaGramer

'71.6.1(Nada)'72.6．29(Ama)

'

50．キハラゴマダラヒトリSPilosomalubricipedaLinne

4月中～9月下多い

51．シロヒトリSpilosomaniveaMdndtribs

'69.8.20(Ama)少ない

（モンシロモドキ亜科Nyctemer･inae)

52．モンシロモドキNyctemeraplagiferaWalker

'67.10.12(Nada)'73.5.6(Ama)

トラガ科Agaristidae

53．トビイロトラガSeudyrasubflavaMoore

'58.8(Ama)'61.5.14(Ama)'68.5.16(Ama)

－10－
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|’
淡路島産トンボ類

堀田 久

I'
’
1

淡路島のトンボ類については、植村利夫氏（1938）と、津守隆夫・正木一弘両氏（1968）の

記録があるが、他に報告されたものはまだ見ていない。

筆者がこれまでに採集したトンボ類はごく僅かであるが、今後の調査のため現在までの知見を

述べておきたいと思う。なお、次にあげた採集記録は、すべて筆者自身が採集し、現在所有する

’ 標本によるものである。

１
１
寺 イi､トンボ科Agrionidae

l、キイトトンボCeでiagrionmelanurumSelys

洲本市安乎町,19,1.V皿1973

7～9月、普通種で池や水田の周辺によく見られる。

モノサジトンボ科P1atyonemididae

2．モノサシトンポCoperaannulataSelys

洲本市安乎町’1？，5．VⅢ、1951

6～9月、普通種で水辺に多産する。

カワトンボ科Ca:Lopterygidae

3．ハグロトンボCalopteryxatrataSelys

洲本市安乎町,19,10.Vn[、1946

夏の間、木陰に見られるが、最近は個体数が減ったように思う。

4．カワトンボMnaisstrigataSelys

三原郡大日川ダム，16，5Ⅵ1973

5～6月、川原などに見られるが数はあまり多くない。

サナエトンボ科GomPhidae

5・フタスジサナエTrigomphusinterruptusSelys

洲本市安乎町'18,3.V61973

4～6月、普通種で個体数も多い。

6．オグマサナエTrigomPhusogumaiAsahina

洲本市安乎町’1早,1.V．1947

4～5月、普通極で各地に産する。

’

I

１
１
１

'
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7．ウチワヤンマIctinuSclavatusFabr･icius

洲本市安乎町,19,17.VⅢ、1946

夏の間、池の周辺などで見られるが、妓近は個体数か嫁-,たようであ心“

オニヤンマ科Cordulegasteridao

8・オニヤンマAnotogastersieboldiiSelys

洲本市安乎町,16,10.VⅢ、1946;先lll,18,3.Vm.1932

7～8月普通種で各地に見られる。

ヤンマ科Aeschnidae

9．力I･リヤンマGynacanthajaponicaBartenef

洲本市安乎町,19,17.VⅢ、1946

7～9月、普通種で家の中へもよく入ってくる。

10．ヤブヤンマPolycanthagynamelanicteraSelys

洲本市安乎町,1g,29.VⅡ、1951

夏の間見られるが、個体数はあまり多くない。

11．マルタンヤンマAnaciaeschnamartiniSelys

津名郡妙見山,1g,14.ⅥⅡ、1951

12．ギンヤンマAnaxparthenopejuliuBBrauer

洲本市安乎町,1g,13.vm.1946,1g,3．n.1946

普通種で、夏の間池の周辺などによく見られる。

トンボ科Libellulidae

l3・ハラピロトンボLyriothemispachygastraSelys
洲本市安乎町，16，5．VⅢ、1946,1g,18．VⅢ、1946

5～9月ｼ､普通種で各地に多産する。

14．シオカラトンボOrthetrumalbistyrumspeciosum
洲本市安乎町，1，，26．VⅡ、1946,16,27．VⅡ、1946

16.VI．1973

5～10月妓普通種で各地に多産する。

15．シオヤトンボOrthetrumjaponicumjaponicumU

洲本市中川原町，19，29．Ⅳ．1973；洲本市安乎町,1g,2

4～6月、普通種で個体数も多い。

Uhler･

；i州本Iijlh良町， 1旱，

Uhler

27．V．1973
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6．オオシオカラトンボOrthetrumtriangularemelaniaS

津名町佐野,26,14.VIⅡ、1951,1g,4.vm.1952

普通種で、夏の間各地に見られる。

7．ショウジョウトンポCrocothemisserviliaDrury

洲本市安乎町,1g,26.Ⅷ、1946

5～10月、池の周辺によく見られる。

8．ナツアカネSympetrumdarwinianumSelyS

洲本市安乎町,1g,5.VⅢ、1951

夏から秋にかけて各地に産し、個体数も多い。

9．マイコアカネSympetrumkunckeliSelys

洲本市中川原町,16,16.VⅢ、1950

夏から秋にかけて各地に産する。

0．マュタテアカネSympetrumeroticumeroticumSelys

洲本市安乎町,16,27.VⅢ、1947;津名郡妙見山,16,14．VⅢ．

16． Selyg

洲本市中川原町，1？，15．IX、1973

夏から秋にかけて各地に多産する。

1．リスアカネSympetrumrisirisiBartenef

洲本市中川原町18,3.X、1952

2．ノシメトンボSympetruminfuscatumSelys

洲本市安乎町,19,16.VⅢ、1947,16,14．IX.1973

夏から秋にかけて見られる。

3．コノシメトンボSympetrumbacchamatutinumRis

洲本市安乎町,16,17.VⅢ、1946

夏から秋にかけて見られるが、個体数はあまり多くない。

4．ナニワトンポSympetrum・gracileOguma

洲本市中川原町,29,3.X、1952

5．ウスバキトンボPantalaflavegcensFabricius

洲本市安乎町,16,20.VⅢ、1946

各地に産し、秋には個体数力極めて多い。

6．コシアキトンポPgeudothemigzonataBurmeister

－13－
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洲本市安乎町,19,4.VⅢ、1946,16,6.VⅢ、1946

夏の間、池の周辺によく見られる。

27．チョウトンボRhyothemisfuliginosaSelys

洲本市安乎町,1619,26.m．1946

7～8月、普通種であるが、最近は少なくなったようである。

筆者が現在標本を所有しているのは、上記の27種であるが、これ以外に、オツネントンボ、

コオニヤンマ、コフキトンボなどを採集した記憶がある。

また、植村利夫氏は淡路島で採集したトンボ類を7種記録されているが、そのうち筆者が採集

していないのは、オオアオイトトンボだけである。

なお津守・正木両氏が記録された16種中、筆者が採集していないのは、ハラボソトンポ、ト

ラフトンポ、マダラナニワトンボ、オナガサナエ、コオニヤンマ、ミヤマサナエ、ミヤマカワト

ンボであるが、このうち、.ハラポソトンポ、マダラナニワトンボ、ミヤマサナエ、ミヤマカワト

ンポの記録については、再検討の必要があると思う。

引用文献

1．植村利夫（1938）淡路島及び鳴門公園の昆虫昆虫界6（48）

2．津守隆夫・正木一弘（1968）淡路のトンボ(I)Paz･nassiuSNO,5．6

淡路島でミヤマカラスアケハ夏型を採集

淡路島でのミヤマカラスアケハPapiliomaackiitutanusの記録は、これまで

に藤平明氏が南淡町黒岩で採集された春型の16のみであったが、本年9月に夏型を採集したの

で報告する。

1．19，1973年9月15日，洲本市由良町で由良中学校2年生の筌場幸一君が、運動

場で右前翅を拾った。

2．16，1973年9月23日，洲本市安乎町で、ヒガンパナに飛来したものを筆者が採

集した。

なお、標本はいずれも鐙者が保存している。 （堀田久）

－14－
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淡路 島 産 蜂 類 覚 え書(I)

登日邦明

淡路島産の蜂類については、氏原（1968）が本誌恥5/6に23種を記録しているのみで、他

に報告されたものは見ないようである。

筆者は、ここ数年来、鱗翅類の調査の傍ら膜翅類の採集調査も続行しているが、種名の判明し

たものから順次公表してゆきたいと思う。

記録に当たり、種の同定に協力していただいた名城大学腿学部昆虫学研究室の大学院生山田晴

昭・大草伸治の両学兄に厚くお礼申し上げる。

採集データの後の(HT)の略記は、登日英樹の採集によるもので、無記名のものは筆者自身の

採集品である。今回記録した採集地名の詳記は、下記の通りである。

Ni土：津名郡北淡町仁井(alt.200m).

Mt.Jaryaji-san:常隆寺山(alt、515m)

Omachi-Hata:津名郡津名町大町畑(a1も、65m)

Mt、Senzan:先山(alt、448m)

尚、番号の前にそマークを付したものは、今回淡路島から新に記録されるものである。本文中

に記録した標本は、すべて名城大学農学部昆虫学研究室に保管されている。

SYMPHYTA広腰亜目

FamilyTenthredinidaeハバチ科

1.DolerusephippiatusSmithオオムネアカハバチ

雌．Senzan91ex.,12.VⅢ、1970.

FamilyArgidaeミフシハバチ科

9f2.ArgesimilisVollenhovenルリチュウレンジ

Mt.J6ryaji-sanqlex.,9.Ⅷ、1970.

APOCRITA細腰亜目

FamilyIchneumonidaeヒメバチ科

3.MetopiusbrowniAshmeadキオピコシブトヒメバチ
へ

Omachi-Hata,1ex.,26.VⅡ、1970.

9f4.TrogusmactatorTosquinet

職.J6ryiiji-san,1ex.,9.Vm.1970.

FamilyBx･aconidaeコマユバチ科

X5.Tropobx･aconjokohamensisCameronヨコハマコマユパチ

ー15－
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Nii,1ex.026.VⅡ、1970.
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11.Eumenesdecor･ataSmithスズバチ

Mt､Jarynji-san,1ex.,9.VⅢ、1970;Nii,1ex.,26.VⅡ、197()

12.Pararrhynchiumox･natumSmithカバスジト'ロ／くチ

Omachi-Hata,2exB.,26.VⅡ、1970.し

13．AnterhynchiumflavomarginatummicadoKirschオオフタオピドロバチ

Omachi-Hata,1ex.,3．vm.1970;Mも．Senzan,1ex・,12.VIⅡ．197().

FamilyPompilidaeベッコウバチ科

14.AnopliussamariensisPallasオオモンクロベッコウ

Nii,1ex.,26.VⅡ、1970.

15.ParabotozonushakodadiDallaTorreフタモンベッコウ

Nii,1ex.,26.VⅡ、1970.

汁16．mpiSyronarrogansSmithオオシロフベッコウ

Nii,1ex.,26.m.1970;Mt、Joryuji-san,1ex.,9.Vm.1970.

FamilySphecidaeアナバチ科

17.SceliphroninflexumSickmannルリジガバチ
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Omachi-Hata,6exs.,26.VⅡ、1970;Nii,1ex.,26.VⅡ、1970.

#(-18.SphexniRellusSmithコクロアナバチ

Omachi-Hata,lex.,26．VIⅡ、1970.

FamilyMegachilidaeハキリバチ科

/19.EuaspisbasalisRitsemaハラアカハキリヤドリ

Omachi-Hata,1ex.,3.Vm.1970.

/20.MegachilesubaluteYasumatsuチビハキリバチ

Omachi-Hata,lex.,26.Vn.1970.
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氏ﾉﾙ蛎沽(1968)i炎淵脇の以翅H・膜翅目,PARNASSIUS(5/6):4-8.
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編 集後 記

1973年もいよいよ終ろうとしていますが、会員の皆様にはお変わりなくご活

躍されていることと思います。

本年当初に、会誌の年2IDI発行をお約束しましたが、やっと年内に発行すること

ができました。これも会員の皆様方のご支援のたまものです。今後とも、原稿をど

しどしお送り下さいe （堀田）
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